
11月23日（水）［勤労感謝の日］ 授業実施 

8月 

2011（平成23）年度　　　経　済　学　部　学　年　暦 

【前期開講１週目の授業について】 
・必修科目，クラス指定の科目，予備申請で受講が決定した科目については，１週目の授業か
ら出席すること。 

・選択科目は，原則として１週目の授業では，授業概要の説明が行われる。いろいろな授業に
出席し，本年度履修する科目を計画的に選択すること。 

４月５日（火） 入学式 
Web予備申請開始（9：00～） 

４月４日（月） 
　～９日（土） 

新入生・在校生オリエンテーション 

７月16日（土） 
　～27日（水） 

学期末定期試験期間 

７月28日（木） 
　～９月23日（金） 

夏季休暇 

４月９日（土） Web予備申請締切（18：00） 
４月11日（月） 前期授業開始 

Web履修登録開始（8：30～） 
４月19日（火） 【３・４年次】Web履修登録締切（18：00） 
４月20日（水） 【２年次】 Web履修登録締切（18：00） 
４月21日（木） 【１年次】 Web履修登録締切（18：00） 

５月５日（木） 創立記念日 
５月２日（月） 調整休日 

７月15日（金） 前期授業終了 

９月24日（土） 後期授業開始 
10月10日（月）［体育の日］ 振替授業実施（金曜日の授業を行う） 
10月21日（金） 
　～23日（日） 

四大学運動競技大会 
　※21日（金）・22日（土）は休講 

11月２日（水） 
　～３日（木） 

文化祭 

11月４日（金） 

11月１日（火） 

文化祭後片付けのため休講 

文化祭準備のため休講 

12月23日（金）［天皇誕生日］ 授業実施 
12月25日（日） 
　～１月６日（金） 

冬季休暇 

１月７日（土） 授業開始 

11月５日（土） 調整休日 

１月16日（月） 後期授業終了 
１月14日（土） 大学入試センター試験のため休講 

１月17日（火） 
　～30日（月） 

学年末定期試験期間 

2011年 

2012年 

4月 

7月 

11月 

12月 

1月 

5月 

３月23日（金） 卒業式 3月 

6月 

2月 

9月 

10月 

４月22日（金） 文体連オリエンテーション 
　※５限のみ休講 

※学年暦に変更が生じた場合は，掲示等により周知する。 

１月13日（金） 卒業論文提出締切（16：30） 
　※提出場所：教務部教務課 
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１）単位制度

２）単位数

３）卒業要件単位数

４）余剰単位

１）学年配当

２）再履修

３）反復履修の禁止

４）同一科目重複履修
の禁止

５）成績評価の前提条
件

本学における学修は単位制度によって行われる。単位制度とは，所定の授業
科目を履修することによって，４年以上の在学期間中に卒業に必要な総単位数
を修得する制度である。

１．学年の学修期間は定期試験等の日を含めて35週であるが，これを２期にわ
ける（大学学則第11条・13条参照）。授業科目の多くは１か年35週をもって
完結するが，半期をもって完結するものもある。
２．授業の単位は，45時間の学修（教室における授業時間と予習・復習等の教
室外における学修時間とを含む）を必要とする内容をもって１単位とするこ
とを標準とする。
３．単位数はそれぞれの科目によって異なり，授業科目による教育効果，授業
時間外に必要な学修等を考慮して計算される。

卒業に必要な単位数（卒業要件単位数）は，履修規定の【開設科目および卒
業要件単位数】を参照のこと。

卒業要件単位を超えて修得した単位は余剰単位とするが，その成績は認定さ
れて成績表に記載される。

授業科目には配当学年が指定されている。在学年次よりも上の年次に配当さ
れている授業科目は原則として履修することができない。

単位が認定されなかった科目を再び履修することを再履修と呼ぶ。必修科目
が不合格となった場合は，必ず再履修しなければならない。

すでに単位を修得した科目を再び履修することを反復履修と呼ぶ。反復履修
は，特に認められた場合を除いて禁止されている。

同一名称の科目が複数開講されている場合，特に認められた科目を除き，複
数の履修は認められない。

該当科目の授業に３分の２以上出席していない者は，該当科目修了の認定を
受けることができない（大学学則第23条第１項）。
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Ａ　単位制度

授業 
期間 
 

授業科目 週回数 単位数 説明 

講義科目・ 
演習科目　　　 
（ゼミナール） 

外国語科目 

体育実技科目 

 

半期 

 

通年 

集中
 

 

半期 

通年
 

 

半期 

集中 

１回 

２回 

２回 

１回 

－
 

 

４回 

１回 

２回 

１回 

－ 

2 

3 

4 

4 

2
 

 

4 

2 

4 

1 

1

週１回，半期の科目を２単位とする。 

週２回，半期の科目を３単位とする。 

週２回，半期の科目を４単位とする。 

週１回，通年の科目を４単位とする。 

 

 

週４回，半期の科目を４単位とする。 

週１回，通年の科目を２単位とする。 

週２回，通年の科目を４単位とする。 

週１回，半期の科目を１単位とする。 

 

 
週１回・半期に相応する授業時間数によっ 
て編成される科目を１単位とする。 

週１回・半期に相応する授業時間数によっ 
て編成される科目を２単位とする。 

※授業期間については，【Ⅱ．授業 A．学期と授業期間】を参照。 

Ｂ　履修

Ⅰ 単位制度と履修
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本学の授業は１年を前期・後期の２学期に分けて行われ，授業期間はつぎの
３つに分かれる。

学校行事が行われたり，各授業科目担当者にやむを得ない事情が発生した場
合に，授業を休講することがある。

休日，休講，日程等の都合により，授業の進行が予定より遅れた際に，臨時
の授業を行うことがある。これを補講という。
補講は，原則として６時限または土曜日の午後に行う。

都合により，授業の教室を変更する場合がある。

授
業
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Ａ　学期と授業期間

通年 

半期 

集中 

１年間 

半年間（前期または後期） 

夏季，冬季，春季休暇中等の一定期間 

Ｂ　時限と授業時間

１時限 

9:00 
 

10:30 
 

〜 

2時限 

10:40

12:10
〜 

3時限 

13:00

14:30
〜 

4時限 

14:40

16:10
〜 

5時限 

16:20

17:50
〜 

6時限※ 

18:00

19:30
〜 

月～金曜日：１時限から５時限まで 
　　　　　　※６時限─補講の場合 
土曜日　　：１時限から３時限まで 

Ｃ　休講

Ｄ　補講

Ⅱ 授業

Ｅ　教室変更

休講・補講・教室変更は１号館１階の掲示板で確認できる。電話での問い合わせは受け付けていない。
履修登録完了後は，Campus Square for Web（キャンパススクエアフォーウェブ）でも，情報を確認
することができる。
また，メールアドレスを登録しておくと，その情報が自動配信される。
※ Campus Square for Webでは，教員から届出があり次第，随時情報を更新している。
急病等事前に告知できないときは，授業当日の掲載になる場合がある。

【Campus Square for Web】
Campus Square for Webは学生生活に必要な情報等をインターネットから閲覧・登録できるシステ

ムで，大学ホームページよりアクセスできる。「ユーザ名・パスワード」を忘れてしまった場合などは，
メディアネットワークセンター・教務部・学生部のいずれかの窓口まで申し出ること。

大学ホームページ Campus Square for Web
PC ：http://www.seijo.ac.jp PC ：https://cs.seijo.ac.jp/sju/campus
mobile：http://www.seijo.ac.jp/i/ mobile：https://cs.seijo.ac.jp/sju-m/campus
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１）履修登録とは

２）Web履修登録
（本登録）

３）登録期間

４）登録時の注意点

５）履修登録の注意点

履修登録は，その年度に自分が履修しようとする科目を，必修科目を含めて全
て届け出る手続きである。この手続きがされていなければ，単位は認定されない。
なお，後期科目についても，通年科目と同様４月に登録する必要がある（全

学共通教育科目「キャリアデザイン科目群」の一部の科目を除く）。

履修登録はWeb上で行う。Campus Square for Webを利用した履修登録の
方法の詳細については，Web履修登録マニュアル（大学ホームページよりダウ
ンロード可）を参照すること。
なお，Web履修登録の前に特別な履修登録手続きを必要とする科目がある。詳細

については，【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】の項を参照すること。

【Web履修登録期間】
第１次履修登録期間 ４月11日（月）８：30～４月16日（土）15：00
第２次履修登録期間 ４月17日（日）８：30～４月19日（火）18：00【３・４年次】

20日（水）18：00【２年次】
21日（木）18：00【１年次】

① 履修の手引，シラバス等をよく読み，履修する授業科目を決定した後に履
修登録（Web履修登録）をする。
② 以下の授業科目は教務課で事前登録を行っている。これらの科目は原則と
して取り消すことができない。
１年次―基礎科目A群（外国語），「経済学講義・演習Ⅰ，Ⅱ」，「データ分

析」，「基礎簿記」，「ビジネス概論」
２年次―「英語（2）講読」，「英語（2）コース別」，第二外国語，「２年次ゼ

ミナール」
３年次―「３年次ゼミナール」
４年次―「４年次ゼミナール（卒業論文を含む）」

③ 登録の締切日時を厳守する。登録締切日以降は，授業科目の追加や，履修し
た科目の訂正・取り消しを行うことはできない。なお，履修方法上の誤り等に
より教務課から訂正を指示する場合があるが，この場合はその指示に従うこと。
④ 病気等，やむを得ない理由により締切日当日までに登録できない場合は，
事前に教務課に相談し，手続きに関する指示を受けること。

①　履修登録のできない科目
・在学年次よりも上の年次に配当された科目
・クラス指定の科目で自分のクラス以外の科目
・すでに単位を修得した科目（例外もあるので，詳細は履修規定を参照のこと）

②　特別な履修登録手続きを必要とする科目
Web履修登録の前に特別な履修登録手続きを必要とする科目がある。詳細に

ついては，【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】を参照すること。

③　履修上限単位数
履修登録することのできる履修単位数には上限が定められているので，上

限の単位数を超えないよう十分留意して登録すること。

Ⅲ 履修登録

【前期開講１週目の授業について】
・必修科目，クラス指定の科目，予備申請で受講が決定した科目について
は，１週目の授業から出席すること。
・選択科目は，原則として１週目の授業では，授業概要の説明が行われる。
いろいろな授業に出席し，本年度履修する科目を計画的に選択すること。
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６）履修相談 履修相談は，１号館１階 教務部で随時行っている（月～金－8：30～18：00，
土－8：30～13：00，予約不要）。その他，ガイダンス等を行うが，その場合は
掲示等で周知する。

授
業
に
関
す
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と



– 6 –

授
業
に
関
す
る
こ
と

１）Web予備申請

２）予備申請期間

３）申請結果の発表

４）予備申請を必要と
する科目

５）申請上の注意

授業の性質や使用する機材の台数の関係上，受講者数に定員を設ける授業科
目がある。これらについては，本登録（Web上での履修登録）の前にWeb上
での予備申請が必要である。
Web予備申請の要領は以下のとおりだが，申請方法の詳細については，Web

履修登録マニュアル（大学ホームページよりダウンロード可）を参照すること。

【予備申請期間】 ４月５日（火）９：00～４月９日（土）18：00

予備申請を行った科目で，抽選により履修が許可された科目は，自動的に本
登録が行われる（取消不可）。したがって，申請結果については，Campus
Square for Webの履修状況メニューで確認すること。

【申請結果発表（自動登録）日時】 ４月10日（日）18：00（予定）

Web予備申請を必要とする科目は，以下のとおりである。

① 予備申請期間中は，申請した科目を何度でも変更・削除することができる
が，履修が許可され自動的に登録された科目は取り消しができないので，申
請にあたっては履修の手引，シラバス等をよく読んでおくこと。

② 「英語」に再履修の科目がある場合は，「英語補講Ⅰ～Ⅳ」の中から，不合
格となった科目数分を履修すること。

③ 「数学入門Ⅱ」は１年次のみ，クラスにより受講できる曜限が指定されて
いる。

④ 「WRD」は科目の性質上，申請者数が受講者定員を上回った場合，受講者
の決定については，１年次生を優先する。

⑤ 「コンピュータ・リテラシーA１，A２」は複数コマ開講されるが，セット
で履修することになっている曜限がある。シラバスで確認すること。

Ａ　Web予備申請を必要とする科目

Ⅳ 特別な履修登録手続きを必要とする科目

分野・区分 科目名 

ＷＲＤ 
法学（含む日本国憲法） 
生命科学の世界 
心身論Ⅴ〈実践カウンセリング〉 
キャリア形成論Ⅰ～Ⅳ【2010年度以前入学者】 
キャリア形成概論Ⅰ・Ⅱ【2011年度入学者】 
スタート・プログラムⅠ～Ⅲ【2011年度入学者】※ 
時事英語【2011年度入学者】 
選択英語 
英語リスニング＆スピーキング（初級，中級，上級） 
英語リーディング＆ライティング（初級，中級，上級） 
 

英会話選択 
英文多読 
独会話選択（初級，中級） 
独語選択（初級，中級） 
仏会話選択（初級，中級） 
仏語選択（初級，中級） 
スペイン語選択（初級，中級・ディプロム） 
中国語選択（初級，中級・ディプロム，中級・講読） 
韓国語選択（初級，中級・ディプロム） 
コンピュータ・リテラシーＡ１，Ａ２，Ｂ～Ｅ 

基礎科目 

自由設計科目 
〈全学共通教育科目〉 

専門科目（経営学科） 
〈経済学科は自由設計科目〉 

自由設計科目 
〈学部開設科目〉 

基礎科目Ｂ群（経済学科） データ解析入門Ⅰ・Ⅱ 

英経営書講読Ⅱ 

行政法Ⅰ 

英語補講Ⅰ～Ⅳ 
数学入門Ⅱ 

※スタート・プログラム蠢～蠱の申請は，後期に行う。10ページ６）を参照すること。 
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６）定員に余裕がある
科目の履修登録

１）対象科目

２）第１次履修登録期間

３）抽選対象科目の
決定と抽選結果
の発表

４）第２次履修登録期間

５）申請上の注意

１）２年次コース別英語

２）２年次ゼミナール

⑥ 「キャリア形成概論Ⅰ」と「キャリア形成概論Ⅱ」は，セットで履修する
ことになっている。

予備申請の結果，定員に余裕がある科目については，つぎの期間において先
着順で本登録を受け付ける。

【定員に余裕がある科目の登録期間（Web上の履修登録）】
４月11日（月）８：30～４月16日（土）15：00
４月17日（日）８：30～４月19日（火）18：00【３・４年次】

４月20日（水）18：00【２年次】
４月21日（木）18：00【１年次】

全学共通教育科目のうち，Web予備申請科目および選考または抽選を行う科
目以外の科目。

４月11日（月）８：30～４月16日（土）15：00

上記期間において，登録者が多数にのぼり，教室の収容定員を超えるなどの
理由により授業環境が整わないと大学で判断した科目は，抽選により受講者を
決定する。
登録した科目が抽選の対象となり，その科目の履修が不許可となった場合は，

自動的に削除される。抽選結果については，Campus Square for Webの履修
状況メニューで確認すること。
抽選対象科目および抽選結果の発表については，１号館１階教務関係掲示板

にも別途掲示する。

【抽選対象科目および抽選結果の発表日時】
４月16日（土）18：00（予定）

抽選対象科目以外の科目については，次の期間において先着順で本登録を受
け付ける。
【履修登録可能な科目の登録期間】（Web上の履修登録）

４月17日（日）８：30～４月19日（火）18：00【３・４年次】
20日（水）18：00【２年次】
21日（木）18：00【１年次】

履修登録期間中は，申請した科目を何度でも変更・削除することができるが，
履修が許可され自動的に登録された抽選対象科目は取り消しができないので，
申請にあたっては履修の手引，シラバス等をよく読んでおくこと。

① ２年次「コース別英語」に関する説明会およびコースの決定は，１年次の
冬に行う。履修登録は教務課で事前登録を行うので，各自のコース・クラス
をCampus Square for Webの履修状況メニューで確認すること。
② 来年度（2012年度）開講２年次「コース別英語」の説明会の日程等につい
ては，後日１号館１階学部別掲示板に掲示する。

①　ゼミナール説明会
「２年次ゼミナール」の申請の手続き等について，下記のとおり説明会を
開催する。ゼミナールは必修であるので，必ず出席すること。

Ｂ　履修登録期間中に受講者数の調整を行う全学共通教育科目

Ｃ　その他の手続きを必要とする科目
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３）選考または
抽選を行う科目

４月６日（水）13：00 経済学科322教室
経営学科003教室

※希望ゼミのアンケート調査を行う。

②　各ゼミナールの説明会
下記日程で，各ゼミナールの説明および選考方法について説明会を行うの

で，希望するゼミナールに必ず出席すること。

４月８日（金） 開催時間・場所等詳細については，４月６日（水）開催
の「２年次ゼミナール説明会」で公表する。

③　第一次申請および所属ゼミナールの決定
ゼミナールは定員制であり，申請者が定員を超えたゼミナールでは選考が

行われる。

④　履修登録
履修登録は教務課が行う。なお，登録されている科目の担当教員名は「教

務部」となっているが，所属ゼミナールの最終発表後に，教務課が各ゼミナ
ールへの登録変更を行う。

⑤　３年次への進級が認められなかった者へ
３年次への進級が認められなかった者は，「２年次ゼミナール」を再度履

修しなければならないので，上記募集日程に従って手続きを行うこと。

下記の科目は，受講者数に定員を設けているため，選考または抽選を行う。
なお，履修が許可された者は，教務課が履修登録を行う。登録された科目は

取り消しができないので，シラバス等をよく読んでおくこと。

①開講前に選考を行う科目
「Academic Communication」，「現代社会論特別講義Ⅰ・Ⅱ」，「地域空間論
特別講義Ⅰ・Ⅱ」
出願期間：４月１日（金）～６日（水）12：00

出願場所：１号館２階　共通教育研究センター
※「履修申請書」を教務課窓口または共通教育研究センターで
受け取り，上記期間中に提出すること。

選 考 日：以下の日程で行う。

※選考の詳細については，別途掲示する。
結果発表：４月11日（月）８：30 １号館１階　教務関係掲示板

第一次申請期間 

第一次申請状況発表 

４月６日（水）～９日（土）13：00まで 

４月11日（月）9：00 
　※当日のみ申請の変更を受け付ける（当日 
　　15：00まで）。 

第一次申請状況最終発表 ４月12日（火）9：00

第一次選考期間 
（定員を超えたゼミナールのみ） 

４月12日（火）～14日（木） 

所属ゼミナールの発表 ４月15日（金）9：00 
　※希望ゼミナールの選考からもれた者は， 
　　当日，第二次申請を行う。 

所属ゼミナールの最終発表 ４月18日（月）9：00

現代社会論特別講義Ⅰ・Ⅱ ４月７日（木）

Academic Communication
４月８日（金）

地域空間論特別講義Ⅰ・Ⅱ
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４）体育実技科目

５）海外短期語学研修

②開講１週目の授業で抽選を行う科目（履修希望者が定員を超えた場合）
「現代社会論Ⅷ〈個人と現代社会〉」，「数理の世界」
※履修希望者は開講１週目の授業に必ず出席すること。

③開講１週目の授業で選考を行う科目
「ビジネス英語」
※履修希望者は開講１週目の授業に必ず出席すること。

① 「体育実技科目」は，本登録の前に体育科への履修申し込みが必要である。
履修の申し込みは，開講第１週の４月11日（月）より，それぞれの授業時間
中に受け付ける。
②　詳細については，76ページ「体育実技科目」の項を参照すること。

「海外短期語学研修」の募集については，掲示等で周知する。
また，履修登録方法については，下記のとおりである。研修内容等について

は，シラバスを参照のこと。

海外短期語学研修 
（英語） 

２単位 

海外短期語学研修 
（中国語） 

２単位 

海外短期語学研修 
（英語） 

２単位 

海外短期語学研修 
（仏語） 

２単位 

【実施大学】 
【期　　間】 
【履修登録】 
 
【単位認定】 

【実施大学】 
【期　　間】 
【履修登録】 
 
【単位認定】 

【実施大学】 
【期　　間】 
【履修登録】 
 
【単位認定】 

【実施大学】 
【期　　間】 
【履修登録】 
 
【単位認定】 

海外短期語学研修 
（独語） 

２単位 

【実施大学】 
【期　　間】 
【履修登録】 
 
【単位認定】 

アルバータ州立大学（カナダ） 
2011年７月28日～８月19日〔23日〕 
研修参加予定者の履修登録は，2011年４
月に教務課が行う。 
2011年度後期科目として単位を認定する。 

復旦大学（中国・上海） 
2012年２月～３月〔約４週間〕 
研修修了者の履修登録は，2012年４月に
教務課が行う。 
2012年度前期科目として単位を認定する。 

アリゾナ州立大学（米国） 
2012年２月～３月〔約４週間〕 
研修修了者の履修登録は，2012年４月に
教務課が行う。 
2012年度前期科目として単位を認定する。 

西部カトリック大学（フランス） 
2012年２月～３月〔約３週間〕 
研修修了者の履修登録は，2012年４月に
教務課が行う。 
2012年度前期科目として単位を認定する。 

ドレスデン工科大学（ドイツ） 
2012年３月〔約４週間〕 
研修修了者の履修登録は，2012年４月に
教務課が行う。 
2012年度前期科目として単位を認定する。 

※海外短期語学研修はやむを得ない理由により実施されない場合がある。 
　研修が中止となった場合のことも考慮して，学修計画を立てておくこと。 
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６）〈後期開講〉
スタート・プログ
ラムⅠ～Ⅲ
【2011年度入学者】

全学共通教育科目　キャリアデザイン科目群「スタート・プログラムⅠ～Ⅲ」
の履修登録は以下のとおり，後期開講前に行う。

【後期開講「スタート・プログラムⅠ～Ⅲ」履修登録日程】

※予備申請で履修が許可され，自動的に登録された科目は，取り消しができな
い。履修科目を十分確認してから登録すること。

期間 方法 

Web予備申請 

抽選結果発表 

定員に余裕がある科目については，つぎの期間において先着順で本登録を受け付ける。 
９月24日（土）８：30～９月30日（金）18：00

９月17日（土）９：00～ 
９月21日（水）18：00

９月22日（木）18：00 
（予定） 

Campus Square for Webにて予備申
請を行う。 
※予備申請期間中は申請内容を何度 
でも修正が可能。 

履修が許可された科目は自動的に登
録される。Campus Square for Web
の履修状況メニューで確認すること。 
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１）履修登録日程

２）履修登録の流れ

Ⅴ 履修登録の日程と流れ
Web予備申請期間 

抽選結果発表 

  

  

 

Web履修登録 

（本登録）期間 

４月５日（火）9：00～４月９日（土）18：00 

４月10日（日）18：00（予定） 

 第１次履修登録期間　４月11日（月）８：30～４月16日（土）15：00 
第２次履修登録期間　４月17日（日）８：30～４月19日（火）18：00【３・４年次】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20日（水）18：00【２年次】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21日（木）18：00【１年次】 

（ ） 

（履修が許可された科目は 
自動的に本登録される） 

第１次履修登録期間 

第２次履修登録期間 

抽選結果確認 Web 
予備申請 C

am
p
us S

q
uare fo

r W
eb

に
ア
ク
セ
ス 

予備申請が必要な科目 

P.６　A）Web予備申請を必要とする科目 

Web履修登録 
（本登録） 

予備申請が必要でない科目 

 

事前登録科目 
（必修科目など，その年に履修しなければならない科目で， 
原則として取り消すことができない） 

P.７　Ｃ）その他の手続きを必要とする科目 
①選考または抽選を行う科目… 
　選考または抽選を行った結果， 
　履修が許可された者は教務課が本登録を行う 
②体育実技科目… 
　体育科への履修申し込みを行ったうえ， 
　各自で本登録を行う 

P.４　４）登録時の注意点 

「
登
録
・
自
己
判
定
」
を
ク
リ
ッ
ク 

予備申請で定員に 
満たなかった科目 

ロ
グ
イ
ン 

ロ
グ
ア
ウ
ト 

※Web履修登録（本登録）は，第１次と第２次の２期に期間を分けるが，P.７　B）「履修登録期間中
に受講者数の調整を行う全学共通教育科目」以外の科目は，履修登録の流れに期間による違いはない。 

※事前登録科目以外に履修する科目がない場合や，履修する科目がない場合でも，必ず「登録・自己判
定」をクリックすること。 

その他の特別な手続きが必要な科目は 
所定の手続きを行ったうえ，本登録する 

P.７　B）履修登録期間中 
　　  に受講者数の調整 
　　  を行う 
　　  全学共通教育科目 
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１）試験と単位認定

２）試験の種類

３）試験についての連絡

１）注意事項

２）試験期間

履修登録をしている科目の成績は，学期末，学年末に実施される定期試験お
よび平素の成績により評価され，授業科目担当者により合格と判定された者は，
単位の認定を受けることができる。

【筆記試験】
①　定期試験

・学期末定期試験…前期授業終了後の試験期間内に行われる試験
・学年末定期試験…後期授業終了後の試験期間内に行われる試験

②　期前試験…定期試験期間前の授業時間中に実施される試験
③　中間テスト／小テスト…通常の授業期間中に実施される試験
④　追試験…病気その他の止むを得ない事由により，定期試験または期前試験

を受験できなかった場合に授業科目担当者の判断により実施され
る試験（要手続〈有料〉）

【レポート】
① 定期試験に代わるレポート…筆記試験で行われる定期試験の代わりに，レ

ポートで実施される試験。提出日・提出先等
は授業科目担当者により異なる。

② 宿題レポート…授業中に提出するレポート

定期試験（筆記試験またはレポート）および期前試験についての連絡は１号
館１階エントランスホールのガラスの掲示板に発表する。
その他，授業科目担当者から指示があった場合には，中間テスト，小テスト，

宿題レポート等についての連絡を１号館１階学部別掲示板に発表する。

① 定期試験（学期末定期試験，学年末定期試験）についての連絡は１号館１
階エントランスホールのガラスの掲示板にて行う。
②　履修登録がなされていない科目の受験は認めない。
③　不正行為は学則に基づき処分される。

【学期末定期試験】７月16日（土）～27日（水）
【学年末定期試験】１月17日（火）～30日（月）

Ａ　試験

Ｂ　定期試験（筆記試験）

Ⅵ 試験・レポート

【学籍番号およびクラス番号について】
・学籍番号は各学生固有の番号で，入学と同時に与えられる。その番号は，在学中はもとより卒業後
も変わらない。
・クラス番号はクラス内の個人番号であり，４月開講時にCampus Square for Webで今年度のクラス
番号を各自確認すること（このクラス番号は年度により変わることもあるので注意すること）。
・定期試験，レポート提出，事務手続き等の際には，「学籍番号＋クラス番号」が必要になるので，
正確に記憶し，省略せずに記入すること。

学籍番号とクラス番号のしくみ 

〔学籍番号〕 〔クラス番号〕 
11E1001　 － 1 A 001

出
席
番
号 

ク
ラ
ス 

学
年 
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３）試験時間

４）試験時間割の発表

５）持ち込みを許可する
参照物等

６）受験心得

７）試験開始時間の
変更および中止

１）教務部学務課に提出
する場合

２）教務部学務課以外
に提出する場合

原則60分とする。

原則として定期試験期間の約１週間前に１号館１階エントランスホールのガ
ラスの掲示板に発表する。また，大学ホームページで閲覧できるが，あくまで
補助として利用すること。なお，変更があった場合は１号館１階エントランス
ホールのガラスの掲示板で発表するので注意すること。

試験の際に持ち込みを許可する参照物等がある場合には，１号館１階エント
ランスホールのガラスの掲示板に発表する。なお，変更があった場合もこの掲
示板に発表する。

①　学生証を必ず持参すること。
※学生証を忘れた場合は，事前に学生部で受験許可証の交付を受けること。

② 試験場には，定刻までに入室すること。ただし，試験開始後20分までは遅
刻者の入室を認める。
③　試験開始後30分以内は退室できない。
④ 答案の氏名欄（学籍番号，クラス番号，氏名）と出席カードは，ペン（鉛
筆以外）で記入すること。
⑤ 答案用紙を試験場から持ち出すことは一切認めない。また，無記名答案は
無効となるので注意すること。

天候不良，災害，交通障害等により，小田急線（新宿～相模大野）が運行を停
止した場合，試験開始時刻の変更（繰下実施等）あるいは中止することがある。

定期試験に代わるレポートに関する連絡（題目，提出要領など）は，１号館
１階エントランスホールのガラスの掲示板にて行う。
レポートは必ず本人が提出し，提出期限を厳守すること。
また，提出先によって提出要領が異なるので，以下の指示に従って提出する

こと。

①　教務部学務課で配布する「指定の表紙」を使用する。
② 表紙には必ず「整理番号」（１号館１階エントランスホールのガラス掲
示板のレポート題目を参照のこと）を記入する（レポート題目，提出要領
と同時に発表する）。

① 提出レポートは，必ずペンまたはボールペン書きとする。
② 縦書き（Ｂ４判）のレポートは必ず１枚ずつ２つ折り（袋とじ）にし，
ホチキス止めにする。
③ パソコンを使用する場合…Ａ４判

手書きの場合
・原稿用紙指定の場合
横書きの場合…Ａ４判400字詰／縦書きの場合…Ｂ４判400字詰

・レポートの場合
横書きレポート用紙（Ａ４判）

④　その他，授業科目担当者の指定する用紙。

経済学部研究事務室に提出する場合は次項３）による。

学務課提出用表紙は使用せず，科目名・担当者名・題目・学部・学年・クラ
ス・学籍番号・出席番号・氏名等を記入する。

表　紙

提出要領

表　紙

Ｃ　定期試験に代わるレポート
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３）経済学部研究事務
室に提出する場合

１）「追試験受験願」
の提出資格

２）提出要領

３）追試験受験料

※ホームページ→授業・学生生活・留学→授業・履修・試験・成績→授業関係
書類ダウンロードにてダウンロードできる。

用紙等提出要領は授業科目担当者の指示に従うこと。

授業科目担当者から経済学部研究事務室（３号館４階）への提出を指示され
た場合。

① 経済学部研究事務室提出用の表紙（黄色）を使用する。表紙は，３号館
４階経済学部研究事務室に常備してある。
② 表紙には，科目名・担当者名・題目・学部・学年・組・学籍番号・クラ
ス番号・氏名等を記入する。

用紙等提出要領は授業科目担当者の指示に従うこと。
平　日―８：30から16：30まで
土曜日―８：30から13：00まで

※提出期限最終日の時間について，特に指定がある場合にはその時間までに提
出すること。

事故または病気等のために試験を受けられなかった場合，「追試験受験願」
を提出することができる。ただし，以下の理由によるもの以外は「追試験受験
願」の提出は認められない。また，提出に係る締切日時等の注意事項は１号館
１階教務関係掲示板で発表する。

①　病気およびケガ（診断書添付）
②　忌引（会葬礼状または死亡診断書等添付）
③　交通機関の遅れ（遅延証明書添付）
④　就職試験当日（就職にかかわる資格試験も含む）
⑤　その他，厚生補導委員会および教務委員会の審議で正当と認められた事項

① 学生部またはキャリア支援部から「追試
験受験願」の用紙を受け取る。
② 必要事項を記入後，学生部またはキャリ
ア支援部に提出し，承認印を受ける。
③　教務部に「追試験受験願」を提出する。

※教務部から授業科目担当者に追試験実施有無を問い合わせ，実施の回答のあ
った科目についてのみ試験を実施する。なお，追試験がレポートに代わる場
合もあるので，十分に注意すること。また，受験願提出の理由が正当なもの
であっても，平常の授業において欠席が多い場合などは，追試験を実施しな
いことがある。

１科目につき1,000円の受験料を徴収する。なお，追試験を欠席した場合，
受験料の返金には一切応じない。

① １年次生，２年次生，３年次生：すべての科目について，再試験は行わない。
②　４年次生（卒業予定者）：学年末試験の結果，卒業に要する単位数を満た

すことができなかった者には，教授会の審議を
経て，再試験を行うことがある。

（2005年２月20日　経済学部教授会承認）

経済学部研究事務室受付時間

提出要領

表　紙

提出要領

Ｄ　追試験

学生部 キャリア支援部 

「追試験受験願」 

教務部 

Ｅ　再試験
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１）成績評価

２）成績評価の開示

３）成績評価問い合わ
せ制度

成績評価は，前期・後期に実施される定期試験等のほか，平常点および出
席状況等も総合して行われる。成績評価基準は授業科目によって異なるので詳
細はシラバスを参照すること。なお，成績評価は以下のように表示される。

※／（斜線）は，評価不能な場合，即ち出席不良・定期試験等未受験・レポー
ト未提出等で評価できない場合に表示される。

成績評価はCampus Square for Webで開示する。前期成績開示日は９月16
日（金）を予定している。前期成績の成績表を希望する場合は，成績表交付期
間内（９月下旬頃）に教務部学務課で受付を行う。
なお，学年（後期）成績開示日は2012年３月下旬頃，学年（後期）成績表交

付期間は４月上旬を予定しているが，詳細については，後日掲示等で周知する。
また，学生の学修状況把握のため，４月中旬には，学生の同意が得られた２

～４年次生の保証人に対し，2010年度学年（後期）成績表を送付予定である。
なお，上記以外でも，保証人から成績の開示を求められた場合，教務部学務

課では事情を確認したうえで，開示する場合がある。

本制度は，本人の成績評価に疑問がある場合，授業科目担当者に問い合わせの
申請をすることができ，その回答および結果を申請者本人に開示する制度である。
申請および回答はすべて教務部学部課をとおして行う。なお，申請条件・手

続き等は以下のとおりである。
●申請の条件
① 該当科目の授業に３分の２以上出席していること（大学学則第23条第１項）。
② 該当科目の定期試験，定期試験に代わるレポートをすべて受験・提出して
いること。
③ 成績評価の基準としてシラバスの「成績評価の方法」に科目担当者が記載
している諸条件を満たしていること。
●申請の手続き
申請者本人が「成績評価問い合わせ申請書」に申請理由を詳細に記入し，下

記の受付期間内に教務部学務課窓口に提出すること。なお，「成績評価問い合
わせ申請書」は受付期間内に教務部学務課窓口で受け取ること。
ただし，この期間を過ぎたものは一切受け付けないので注意すること。

●「成績評価問い合わせ申請書」の受付期間

●回答方法
申請者には教務部学務課が指定する期間内に教務部学務課窓口にて，成績問

い合わせに関する回答および成績結果を開示する。

素　点 

成　績 

100～90

AA

89～80

A

79～75

BB

74～70

B

69～65

B－ 

64～60

C

59～0

D

評価不能 

／ 

成績証明書 優 良 可 表記せず 

不合格 合格 

Ⅶ 成績

2011年度 
前期成績 

全学年 

全学年（注） 

（注）卒業・進級にかかわる場合は以下のとおり 

卒業年次生 

進級年次生 

卒業確定者 

詳細は， 2011年12月に掲示等で発表する。 

卒業確定者発表日およびその翌日（卒業要件にかかる不合格科目のみ） 

進級確定者発表日およびその翌日（進級要件にかかる不合格科目のみ） 

卒業式当日およびその翌日 

2011年度 
学年（後期） 
成績 

対　象 受　付　期　間 

2011年9月17日（土）～９月24日（土）13：00
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１）提出期間

２）提出先

３）原稿用紙

４）表紙

５）とびら（中表紙）

後期開講１回目の４年次ゼミナールの授業にて配付
10月１日（土）～10月31日（月）16：30締切
１号館１階　教務部教務課

2011年12月１日（木）～2012年１月13日（金）16：30締切
※卒業論文は必ず本人が提出し，提出期限を厳守すること。

１号館１階　教務部教務課

①
・用紙はＡ４判のものを使用（感熱紙は不可）すること。
・配字は原則として，各ページ１行40字×30行とする。
・目次末尾に字詰を注記する（例，横40字×縦30行）。

②
・A４判400字詰の本学指定の原稿用紙を使用すること。
・使用する筆記具は，黒または青のペン（ボールペンも可）とする。

※指導教員の指示がある場合はその指示に従うこと。

卒業論文に表紙をつけ，その表紙上に「必要事項」を記入した用紙（はがき
大，15cm×10cm程度）を貼付すること。

【必要事項】
①　卒業年度（本年度は，2011年度）
②　所属ゼミ名（ゼミナール担当教員名）
③　題目
④　学部・学年・クラス・出席番号
⑤　学籍番号
⑥　氏名

※表紙ファイルは経済学部より配付される。

とびら（中表紙）にも表紙と同じ事項を記入する。

原稿用紙を使用する場合

パソコンを使用する場合

提出場所
提出期間
用紙配付

Ａ　卒業論文題目届

Ｂ　卒業論文提出要領

Ⅷ 卒業論文

2011年度卒業 

経済学部4年○組○○○番 
学籍番号 
　　氏名 

○○ゼミ 

題　目 

【表紙に貼付する用紙の書き方】 
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１）WRD

成城大学は，個性を尊重し，創造力に富む感性豊かな学生を育成するという
建学の理念を掲げてきた。これらの理念に今日的な意味を与え，良質な教育を
供給し，学生諸君の自主的活動の促進をはかるために，学部毎の専門科目と併
行して，教養教育を中心とした全学共通教育カリキュラムを導入している。
全学共通教育の具体的な教育目標は以下のとおりである。

（1） 多様化する社会，文化を理解できる素養を育てる
（2） 批判的かつ創造的な思考力・判断力を培う
（3） 主体的に学び，積極的にコミュニケーションをとる能力を養う

全学共通教育科目の開設科目群は，第１表に示されている。
なお，第１表に示される科目群・分野は，学部や入学年度によってカリキュ

ラム上の位置づけ等が異なるので，自分の該当する入学年度の履修規定を必ず
確認すること。

リテラシー科目群は，全学共通教育の理念に基づき，大学における学習およ
び社会生活において必要なコミュニケーションをとる能力を身につけるための
科目群である。具体的には，大学における様々な学習の基礎となる知識の理解
力，創造的な思考力，的確な判断力を培うための科目，国際化する社会の中で，
国際的なレベルでのコミュニケーションに対応する能力を養うための科目，高
度情報社会の中で，情報を的確に処理し，主体的に情報を創造し発信する能力
を身につけるための科目などによって構成されている。
なお，リテラシー科目群は，以下のとおり３つの分野に分かれる。

高等学校までの勉学は一定のプログラムに従って提供される知識の受容を中
心とするが，大学の勉学は自分で問題の所在を明らかにし，自発的に思考をめ
ぐらし，しかもその結果を自らの言葉として表現することを基本とする。こう
した大学での学びの姿勢を修得するのが，「WRD」である。

Ａ　全学共通教育の理念

Ｂ　全学共通教育開設科目群

Ｃ　リテラシー科目群

Ⅸ 全学共通教育科目

科目群 

《各学部カリキュラム上の位置づけ》 

分野 

WRD 
外国語科目 
IT科目 
総合科目 
成城学 
系列科目 

学部 
経済 
文芸 
法 

社会イノベーション 

分　野 

総合教養科目，学部共通科目あるいは一般共通科目 

自由設計科目  
共　通　科　目 
基　礎　部　門 

 
リテラシー科目群 
 
 
教養科目群 
 
キャリアデザイン科目群 

第１表　全学共通教育科目 



– 18 –

授
業
に
関
す
る
こ
と

２）外国語科目

「WRD」（ワードと読む）とは，「Write書く，Read読む，Debate議論する」
の頭文字である。これらの行為は，どの学問においても土台となるものである。
最近は，高校までの学習において，これらの基礎訓練を積んでいないことが多
い。「WRD」は，以上のような実践的訓練をする場でもある。

《履修上の注意》
① 「WRD」は複数コマ開講されるが，履修する場合はそのうちの１つを選
択して履修すること。
② 「WRD」は特別な履修登録手続きが必要である。登録方法については，
【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】を参照すること。

外国語科目は，学生の国際的コミュニケーション能力を高めるために，各学
部設置の外国語科目に加えて設置されるものである。
大学入学以前に既習の英語については，聴く・話す・読む・書くの技能向上

を目指すクラス，卒業後に必要となるビジネス英語を集中的に学ぶクラス，多
読による読解力養成を目的とするクラスがある。
その他の外国語は，初歩文法を学ぶクラスから，高度なコミュニケーション

能力を養成するクラスまで段階を追ったクラス編成となっている。ディプロム
クラスは各外国語の資格認定試験突破を目標に授業が展開される。
外国語科目の開設科目は，第３表に示されている。

《履修上の注意》
外国語科目は特別な履修登録手続きが必要である。登録方法については，

【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】を参照すること。

《英語到達目標》
１）初級・中級・上級とグレード分けされている下記の科目については，次の
ような基準を設ける。
「英語リスニング＆スピーキング」「英語リーディング＆ライティング」
初級：TOEIC 600－700点，英検２級程度
中級：TOEIC 700－800点，英検準１級程度
上級：TOEIC 800－990点，英検１級程度

２）「英会話選択」 ―受講者のレベルや要請に応じて，中級～上級のレベルを目指す。
３）「ビジネス英語」―受講者のレベルや要請に応じて，初級～上級のレベルを目指す。

第２表　WRD

授　業　科　目 単位 
WRD 4

授　業　科　目 単位 

英語リスニング＆スピーキング（初級） 
英語リスニング＆スピーキング（中級） 
英語リスニング＆スピーキング（上級） 
英語リーディング＆ライティング（初級） 
英語リーディング＆ライティング（中級） 
英語リーディング＆ライティング（上級） 
英会話選択 
ビジネス英語 
英文多読 
Academic Communication 
独会話選択（初級） 
独会話選択（中級） 
独語選択（初級） 
独語選択（中級） 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

授　業　科　目 単位 

※独語選択（上級） 
仏会話選択（初級） 
仏会話選択（中級） 
仏語選択（初級） 
仏語選択（中級） 

※仏語選択（上級） 
スペイン語選択（初級） 
スペイン語選択（中級・ディプロム） 
中国語選択（初級） 
中国語選択（中級・ディプロム） 
中国語選択（中級・講読） 
韓国語選択（初級） 
韓国語選択（中級・ディプロム） 

第３表　外国語科目 

注）※印の科目は本年度休講である。 
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３）IT科目

１）総合科目

２）成城学

４）「英文多読」―受講者のレベルや要請に応じて，中級～上級のレベルを目指す。
５）「Academic Communication」―上級，それもかなり上位のレベルを目指す。

IT科目は，主としてパソコンを用いて，様々なデータを処理する手法とそ
の応用を学ぶ科目である。基礎的なパソコンの操作方法はもちろん，全学共通
教育の理念に基づいて，パソコンを用いてコミュニケーション能力（情報受信
発信能力）やプレゼンテーション能力（表現能力）を身につけることを目的と
する。
具体的には，ワープロソフトを用いた文書作成方法や，表計算ソフトを用い

たデータ処理，インターネットを活用した情報収集と整理など，パソコンの基
本的な活用の手法を学ぶ科目，その応用科目として，パソコンを用いて統計学
的なデータ処理を行う手法を学ぶ科目，パソコンを用いて画像や映像を加工・
編集したり，ウェブページを制作することを通じて，情報の整理や表現の手法
を学ぶ科目が設置されている。
IT科目の開設科目は，第４表に示されている。

《履修上の注意》
① 「コンピュータ・リテラシー」は，教室設置のパソコンを１人１台使用し
て授業が行われるため，各クラスに定員が設けられている。
② 「コンピュータ・リテラシー」は特別な履修登録手続きが必要である。登
録方法については，【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】を参照
すること。

教養科目群は，「現代社会において生活を営む市民として必要な教養を身に
つける」ことを目標に設置される。近年，学問は専門という名のもとに細分化
しており，これらを統括的に捉える眼を養うために，現代社会の多様なあり方
を積極的に学び，思考訓練をすることはきわめて重要である。現代における
「教養」を志向するのが成城大学の教養科目群である。

総合科目は，特定の主題に関する諸現象を，学際的・総合的に分析・把握す
る能力を養うとともに，教養科目・専門科目を問わず，学習の動機づけを行う
講義である。コーディネーターである教員が，学生の自発的な学習を支援する
よう，講義の方向づけを行う。
総合科目の開設科目は，第５表に示されている。

成城学は，成城学園に関するもの，成城という地域の歴史や地理に関するも
の，成城の民俗誌に関するもの，成城の自然（史・誌）に関する内容で構成さ
れる。

第５表　総合科目 

授　業　科　目 単位 

　総合講座Ⅰ〈感性を磨く〉 
　総合講座Ⅱ〈感動を創る〉 
　総合講座Ⅲ〈環境〉 
※総合講座Ⅳ 

2 
2 
2 
2

注１）各科目についている山カッコ内は授業の副題を表し，科目名称には含まれない。 
注２）※印の科目は本年度休講である。 
注３）2010年度以前の科目の新設・名称変更・廃講について，72ページの一覧表を参照すること。 

授　業　科　目 単位 

コンピュータ・リテラシーＡ１ 
コンピュータ・リテラシーＡ２ 
コンピュータ・リテラシーＢ 

2 
2 
2

2 
2 
2

授　業　科　目 単位 

コンピュータ・リテラシーＣ 
コンピュータ・リテラシーＤ 
コンピュータ・リテラシーＥ 

第４表　IT科目 

Ｄ　教養科目群
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３）系列科目

成城学には，講義形式を中心とするものと，学生参加型の授業形式のもの
（成城フィールド・スタディー）とがある。
成城学の開設科目は，第６表に示されている。

《履修上の注意》
「成城学Ⅲ」と「成城学Ⅳ」は，セットで履修することになっている。
なお，「成城学Ⅲ」または「成城学Ⅳ」のいずれかの単位をすでに修得してい
る者で，本年度にもう一方の科目の履修を希望する場合は，Web履修登録期間
締切日までに教務課に申し出ること。

系列科目は，９つの学問分野による分類の下に，各分野を概観し基礎知識を
提供する「基幹科目」と各分野の最新の話題や特殊事項の研究を志向する「展
開科目」から構成されており，各科目間は重層構造を持っている。学問分野と
いう視点，時間（歴史）と空間（地域）という視点や，関心のある主題という
視点など，受講生の様々な関心や興味に合わせた組み合わせで受講することに
よって，幅広い教養の獲得だけにとどまらず，所属学部の専門的研究を補う広
い視野を確保できるよう工夫がなされている。また，教養科目群のコンセプト
である現代における「教養」を志向すべく，現代に特化した内容を中心とした
科目が配置されている。
系列科目の開設科目は，第７表（22ページ）に示されている。

《系列の概要》

授業科目 単位 

　成城学園を知る 

　成城学Ⅰ〈柳田國男と民俗学〉 

※成城学Ⅱ 

　成城学Ⅲ〈成城フィールド・スタディー〉 

　成城学Ⅳ〈成城フィールド・スタディー〉 

　成城学Ⅴ〈成城と自然〉 

2 

2 

2 

2 

2 

2

第６表　成城学 

注１）各科目についている山カッコ内は授業の副題を表し，科目名称には含まれない。 
注２）※印の科目は本年度休講である。 
注３）2010年度以前の科目の新設・名称変更・廃講について，72ページの一覧表を参照すること。 

複雑化する現代社会の事象に目を向け，それらの諸相を解析す
る能力を身につける新しい学問領域の科目で構成される。 

政治や経済など，社会の構成と機能を理解する上で，必要な学
問の枠組みを学ぶ科目で構成される。 

人間のあり方・世界のあり方について，先人がどのような問い
をたて，どのような解を得てきたか，彼らの思考の筋道を辿り，
現代人の新たな考察への手がかりを得られる科目で構成される。 

人間生活の根幹をなす多種多様な表現の基底にある歴史的背景・
生活環境を視野に入れ，さらに現代における複雑化した表現の
諸相を考察する科目で構成される。 

過去と対話することによって，現代に至る人間の営みを照射し，
受講生が歴史を自ずから再構成する方法を身につけることがで
きる科目で構成される。 

国際化する社会を理解するための方法や，地理的空間を科学的
に考えるための知識と，世界各地域の社会や文化の諸相につい
て学ぶ科目によって構成される。 

自然科学は数学の言葉で書かれている。科学技術文明を生きる
者として数理の感覚を身につける科目，自然や社会，芸術に隠
された数学的秩序を探る科目で構成される。 

系列名 

現代社会論系列 
 
 

社会構造論系列 
 
 

思想・人間論系列 
 
 

表現文化論系列 
 
 
 

歴史文化論系列 

 
 

地域空間論系列 
 
 

数理科学系列
 

 
 

概　要 
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第７表　系列科目 

授　業　科　目 系列 単位 授　業　科　目 系列 単位 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

2

　歴史学入門 

　日本近現代史 

　ヨーロッパ近現代史 

　アジア近現代史 

　アメリカ近現代史 

　歴史文化論Ⅰ〈日本史を見直す〉 

　歴史文化論Ⅱ〈江戸の文化〉 

　歴史文化論Ⅲ〈グローバル・ヒストリーと今日〉 

　歴史文化論Ⅳ〈地域と国家〉 

　歴史文化論Ⅴ〈歴史の中の人の移動〉 

※歴史文化論特別講義Ⅰ 

※歴史文化論特別講義Ⅱ 

　文化人類学入門 

　空間システム論入門 

　地域空間論Ⅰ〈ＥＵ論〉 

※地域空間論Ⅱ 

　地域空間論Ⅲ〈東南アジアの社会と文化〉 

　地域空間論Ⅳ〈アメリカの社会と文化〉 

※地域空間論Ⅴ 

　地域空間論Ⅵ〈アフリカの社会と文化〉 

　地域空間論Ⅶ〈日本と東アジアの社会と文化〉 

　地域空間論Ⅷ〈中東の社会と文化〉 

　地域空間論特別講義Ⅰ 

　地域空間論特別講義Ⅱ 

　数理の世界 

　数理科学Ⅰ〈情報と論理〉 

　数理科学Ⅱ〈コンピュータと数理〉 

　物理の世界 

　化学の世界 

　生命科学の世界 

※科学史 

　自然科学Ⅰ〈自然と産業〉 

　自然科学Ⅱ〈環境論〉 

　自然科学Ⅲ〈地球科学〉 

　自然科学Ⅳ〈生物進化と多様性〉 

　自然科学Ⅴ〈比較行動学〉 

※数理・自然科学特別講義Ⅰ 

※数理・自然科学特別講義Ⅱ 

　こころと身体 

　身体と運動・スポーツ 

　心身論Ⅰ〈人間のこころ〉 

　心身論Ⅱ〈こころと発達〉 

　心身論Ⅲ〈運動・スポーツと心身のしくみ〉 

　心身論Ⅳ〈食と健康〉 

　心身論Ⅴ〈実践カウンセリング〉 

※心身論特別講義Ⅰ 

※心身論特別講義Ⅱ 

注１）系列の欄に示されている基幹は基幹科目，展開は展開科目を指す。 
注２）各科目についている山カッコ内は授業の副題を表し，科目名称には含まれない。 
注３）※印の科目は本年度休講である。 
注４）2010年度以前の科目の新設・名称変更・廃講について，72ページの一覧表を参照すること。 

現
代
社
会
論
系
列 

基
幹 

展
開 

歴
史
文
化
論
系
列 
地
域
空
間
論
系
列 

自
然
科
学
系
列 

数
理
科
学
系
列 

心
身
論
系
列 

基
幹 

基
幹 

基
幹 

基
幹 

基
幹 

展
開 

展
開 

展
開 

展
開 

展
開 

基
幹 

展
開 

基
幹 

展
開 

基
幹 

展
開 

社
会
構
造
論
系
列 

思
想
・
人
間
論
系
列 

表
現
文
化
論
系
列 

　社会学入門 

　メディア論入門 

　現代社会論Ⅰ〈現代の宗教〉 

　現代社会論Ⅱ〈サブカルチャー論〉 

　現代社会論Ⅲ〈福祉社会とジェンダー〉 

　現代社会論Ⅳ〈戦後日本文化論〉 

　現代社会論Ⅴ〈現代のマスコミ〉 

　現代社会論Ⅵ〈平和論〉 

　現代社会論Ⅶ〈現代社会と思想〉 

　現代社会論Ⅷ〈個人と現代社会〉 

　現代社会論特別講義Ⅰ 

　現代社会論特別講義Ⅱ 

　国際関係論入門 

　経済学入門 

　政治学入門 

　情報社会論入門 

　法学（含む日本国憲法） 

　社会構造論Ⅰ〈自由と平等〉 

　社会構造論Ⅱ〈ネットワークと組織〉 

　社会構造論Ⅲ〈市民活動と行政〉 

　社会構造論Ⅳ〈日常生活と社会経済〉 

　社会構造論Ⅴ〈教育と社会〉 

　社会構造論Ⅵ〈現代日本と政治〉 

※社会構造論特別講義Ⅰ 

※社会構造論特別講義Ⅱ 

　哲学入門 

　宗教学入門 

　倫理学入門 

　西洋思想入門 

　東洋思想入門 

　日本思想入門 

　思想・人間論Ⅰ〈科学の思想〉 

　思想・人間論Ⅱ〈イメージを“よむ”〉 

　思想・人間論Ⅲ〈ジェンダー論〉 

※思想・人間論特別講義Ⅰ 

※思想・人間論特別講義Ⅱ 

　文学入門 

　言語学入門 

　音楽入門 

　表象文化論入門 

　表現文化論Ⅰ〈日本語の“いま”〉 

　表現文化論Ⅱ〈美術の“いま”〉 

　表現文化論Ⅲ〈映画の“いま”〉 

　表現文化論Ⅳ〈伝統芸術文化論〉 

※表現文化論Ⅴ 

　表現文化論Ⅵ〈文学と地域文化〉 

※表現文化論特別講義Ⅰ 

※表現文化論特別講義Ⅱ 
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キャリアデザイン科目群は，大学卒業後，ひいては将来の人生設計に欠かせ
ない職業観に関する知識を学習する科目群である。働くことの意義や，適職を
見つけるための方法などを学びながら，自分のキャリア（＝人生）を発見し構
築していくことを主たる目的とする科目群である。
キャリアデザイン科目群の開設科目は，第８表に示されている。

Ｅ　キャリアデザイン科目群

【2011年度入学者用】 

就
業
力
基
礎
科
目 

就
業
力
発
展
科
目 

自らのキャリアを考え始めるスタート科目と
位置付け，（１）自分の今とこれまで（自己
分析・自己理解）（２）自分をとりまく社会
について（３）これからの自分の在り方を総
合的に考察し，自らのキャリアを形成してい
く上で必要な考え方を学ぶ。 

グループによる地域の地図作成またはシミュ
レーションなどを通じて，街のあり方，地域
経済社会の実態について学ぶ。併せて関連す
る企業ヒアリングも行う。 

企業に対して新たな提案をしていくことを通
して，企業における仕事の捉え方や考え方，
また，企画がどのように提案され，実行に移
されていくかを実践的に学ぶ。 

起業立案を通して問題点や具体的に検討すべ
き事柄を学ぶとともに起業していくことの素
晴らしさと難しさを考える。 

ワークライフバランスとはどのような考え方
なのかを学ぶとともに，理想的なワークライ
フバランスの在り方，実際の問題点や実例を
もとに考察する。 

社会で活躍する方々をキャリアモデル（事例）
として取り上げることで，具体的なキャリア
形成の在り方を学ぶ。また，過去の企業家（起
業家）も事例として取り上げる。 

業界や企業とは何かを総合的に学ぶとともに，
業界間の結びつきや属する企業等について多
角的に考察する。 

職業を選択する上で考えなければならないこ
とを具体的に学ぶとともに，社会人がどのよ
うに職業選択をし，達成したのかを総合的に
考察する。 

国によって異なるビジネスカルチャーや各国
のビジネスのあり方，グローバルビジネスが
今日直面している課題を学ぶことで，グロー
バルに仕事をしていくということの意味や国
際社会に通用する実践的ビジネススキルを習
得する。 

前半（講義）は社会における自分のあり様を
探り自身の方向付けをしていく。後半（演習）
は，ビジネスコミュニケーションをテーマに
（１）テクニカルスキル（専門的技術）（２）
コンセプチャルスキル（企画・創造・判断・
問題解決）（３）ヒューマンスキル（コミュ
ニケーション・チームワーク）について学ぶ。 

キャリア形成概論Ⅱ 

ワークライフ 
バランス論 

キャリアモデル・ 
ケーススタディ 

業界企業分析論 

職業選択論 

グローバル 
ビジネス論 

スタート・プログラムⅠ 
〈街づくり〉 

スタート・プログラムⅡ
〈企業提案〉 

スタート・プログラムⅢ 
〈起業〉 

キャリア形成 
概念の理解 

勤労観醸成 

職業観醸成 

グループワーク， 
グループディス 
カッション形式 
展開 

開講年度 

2011年度 

2011年度 

2011年度 

2011年度 

2012年度 

2012年度 

2012年度 

2012年度 

2013年度 

2011年度 キャリア形成概論Ⅰ 2 1・2 講義 

演習 

演習 

講義 

演習 

講義 

演習 

講義 

演習 

講義 
演習 1・2

1・2

1・2

1・2

2－4

2－4

2－4

2－4

3・4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

テーマ等 授業科目 内容等 単位 配当 講義 形式 

第８表　キャリアデザイン科目 
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《履修上の注意》
① 就業力基礎科目および就業力強化科目は，特別な履修登録手続きが必要で
ある。登録方法については，【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】
を参照すること。
②「成城大学就業力育成・認定プログラム」は，正課（授業科目）と正課外
（プログラム）の連携による総合的なプログラムとなっており，所定の条件
を満たすことで「就業力ディプロマ」「ＥＭＳ認定」を授与するが，本件に
ついては，別途「就業力・キャリアガイダンス」で説明する。

《履修上の注意》
「キャリア形成論Ⅰ～Ⅳ」は，特別な履修登録手続きが必要である。登録方
法については，【Ⅳ．特別な履修登録手続きを必要とする科目】を参照するこ
と。

就
業
力
強
化
科
目 

就業力発展科目で学んできたことをベースに
して，学生提案型のプロジェクト演習とする。
グループを構成し，自らテーマを設定の上，
企画立案することで，就業力の総合的なレベ
ルを外部の有識者等に確認していただく。 

社会人として必要不可欠な時事問題を多角的
に学ぶとともに，理解の仕方や解釈の仕方を
総合的に学ぶ。 

現代経済の問題点や考え方を学び，就業する
ことを考えるにあたっての最低限知っておく
べき経済知識を学ぶ。 

すべての仕事の基本となる「会計」について，
どのような観点が必要なのかを入門的な観点
から学ぶ。 

「法律とは何か」を示し，社会において最低
限知っておくべき法律的知識を学ぶ。 

同一の時事問題の論評を様々な国の視点から
読み比べ，多様なものの見方や価値観を知る。
また，自分の関心のあるトピックについて，
英語による解説を行い，質問や意見交換を英
語で行う発信型の英語力を身につける。 

チャレンジ・ 
プログラム 

就業力実践Ⅰ〈経済〉 

就業力実践Ⅱ〈会計〉 

就業力実践Ⅲ〈法律〉 

時事英語 

時事問題研究 

2011年度 

2012年度 

2012年度 

2012年度 

2012年度 

2013年度 2 3・4 演習 

講義 

講義 

講義 

講義 1－4

2－4

2－4

2－4

2

2

2

講義 2－42

2

注１）同科目群は，段階的に開講する。 
注２）各科目についている山カッコ内は授業の副題を表し，科目名称には含まれない。 

第８表　キャリアデザイン科目 

授　業　科　目 単位 

キャリア形成論Ⅰ 

キャリア形成論Ⅱ 

キャリア形成論Ⅲ 

キャリア形成論Ⅳ 

2

2

2

2

備　考 

注）2010年度以前の科目の新設・名称変更・廃講について，72ページの一覧表を参照すること。 

【2010年度以前入学者用】 

キャリアを形成することの意義や手法につい
て，講義形式で行う科目である。 

「社会で活きる自分」を創り上げていくこと
をテーマとした，グループワーク中心の科目
である。 

「社会を知る」「多様なキャリアを理解する」
ことをテーマとしたグループワーク中心の科
目である。 

「個性とキャリア」をキーワードにゲストス
ピーカーを招いてオムニバス形式で行う科目
である。 
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１）制度の概要

２）聴講可能科目

３）聴講可能科目数

４）手続き方法

５）注意事項

所定の手続きを行うことにより，他学部の講義科目を聴講することができる。
ただし，試験等は受けることができない。また，単位の認定も行わない。

１号館１階　教務関係掲示板にて発表する。

２科目まで

教務部教務課で「他学部聴講願」を受け取り，必要事項を記入の上，教務部
教務課に提出する。

①　通年および前期開講科目
４月25日（月）～４月30日（土）13：00締切

②　後期開講科目
９月24日（土）～９月30日（金）18：00締切

① 聴講可能な科目であっても，受講者数が教室の収容人数を超えている場合
は申込みを受け付けないので，教務部教務課で確認すること。
② 他学部聴講は教授会での審議事項であり，審議の結果，聴講が認められな
い場合がある。

提出期間

提出期間

Ⅹ 他学部聴講制度
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１）出願資格

２）出願手続

成城大学経済学部に在籍する４年次の学生で，本学大学院経済学研究科への
進学を志望する優秀な学生に，「科目等履修生制度」を援用して大学院の授業
科目を履修することを認めます。この制度で修得した単位は，大学院進学後に
審査のうえ，大学院博士課程前期の単位として認定されます。これは優秀な，
問題発見能力を持つ学部学生に対して，その能力を早期にかつ高度に発展させ
る機会を与える特例措置であり，これによって学部と大学院をあわせて５年間
で修士号を取得することも可能です。なお，この制度へ出願するにあたっては，
卒業論文の作成など学部の授業の履修に影響を及ぼさないよう，十分に留意し
てください。

次の（１）～（４）のすべての資格を満たす者
（１）2011年４月１日現在において本学経済学部４年次に在籍し，2012年３月

卒業見込の者。

（２）本学大学院経済学研究科に進学を志望する者。
（2012年度経済学研究科Ⅱ期内部推薦入試の受験を予定する者）

（３）１～３年次の成績が，全科目の平均もしくは専門科目のみの平均がBB（77
点）以上であること。（成績換算の方法については，注１を参照のこと。）

（４）３年次までに，卒業要件単位（124単位）の80％（100単位）以上を修得
していること。

注１：取得したすべての卒業要件科目もしくは専門科目について，成績表
のＡＡ～Ｃの各評価を下記の成績換算表のように読みかえて「換算点数」
とする。ただし，小数点以下は切り捨てる。

例）AAが７科目，Ａが12科目，BBが７科目，Bが４科目の場合，次のよ
うに算出・読みかえをする。

（95×7＋85×12＋77×7＋72×4）÷30＝83.733 ⇒　83点に読みかえる。

出願を希望する人は，教務部教務課で下記の必要な書類を受け取り，所定の
期間内に教務課に提出してください。

（１）出願期間：2011年４月８日（金）～４月19日（火）16：30締切
（２）出願書類：

①願書（本学所定用紙）

XI 成城大学大学院経済学研究科への進学を希望する
成城大学経済学部在学生のための科目等履修生制度

Ａ　制度の趣旨

Ｂ　2011年度実施要項

評　価 換算点数 

AA 

A 

BB 

B 

B－ 

C

95 

85 

77 

72 

67 

62

成績換算表 
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４）面接日・審査結果
の発表

５）審査料・受講料

６）履修条件等

７）修得単位の取扱い

８）受講手続

９）受講科目の確認

②履修計画書（本学所定用紙）
③前年度までの成績表
※なお，出願にあたっては，学部ゼミの指導教員と相談するとともに，大
学院進学後に指導教員として指導を受けることを希望する教員の担当す
る授業科目の第１回目の授業に出席し，担当教員の面接を受け，承認印
をもらってください。

（３）出願先：教務部教務課（１号館１階）
受付時間：月曜日～金曜日８：30～18：00 土曜日８：30～13：00

（１）履修可否の審査は，原則として書類審査および面接とします。
（２）面接は，大学院進学の志望理由，大学院における履修計画，学部の授業

の履修状況などを中心に，大学院進学後の指導教員を希望する担当教員
によって年度第１回目の授業時に行われる面接のほかに，下記４）の面
接日に行われる他の教員による面接も行います。

（３）履修の可否は，研究科教授会で決定します。

（１）面接日：2011年４月25日（月）12：20～
（集合12：15，３号館４階経済学部集会室）

（２）審査結果の発表：2011年４月27日（水）10：00（１号館１階経済学部掲示板）

審査料は無料です。受講料は１単位につき，10,000円です。
（いったん納入した受講料は，理由の如何に関わらず，返却しません。）

（１）履修を許可され，受講料を納入した者には，科目等履修生証を交付します。
（２）履修可能授業科目は，経済学研究科の専任教員の担当する博士課程前期

の授業科目です。
（３）大学院進学後に専攻する分野の教員（指導教員とすることを希望する教

員）の担当する授業科目は，必ず履修しなければなりません。
（４）履修可能な単位数は，10単位以内です。
（５）授業科目を履修し，その試験に合格したときは，所定の単位を与え，単

位修得証明書（成績評価の記載のあるもの）を交付します。

（１）修得した単位は，本学大学院に入学した場合に限り，10単位を限度に，
大学院博士課程前期の修了に必要な単位として認定します。その際，優
秀な成績の場合には，大学院在籍１年で修士号を取得することも可能です。

（２）修得した単位は，学部の修得単位とはなりません。

（１）受講が許可された人には受講許可書が交付されますので，教務部教務課
で受け取ってください。

（２）４月27日（水）～５月９日（月）までに受講料を納入してください。（振
込み）

（３）５月６日（金）～５月14日（土）までに教務部教務課で科目等履修生証
を受け取ってください。

※所定の期日までに，受講手続を終えなかった場合には，履修の意思がないも
のとみなし，受講許可を取り消します。

５月10日（火）以降にCampus Square for Webで確認してください。

（注）応募を希望する学生は，経済学研究科学生募集要項〈内部推薦入試制度〉
を必ず参照してください。
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１）制度の概要（目的）

２）対象者（資格要件）

３）申請手続き

４）申請窓口および
提出先

５）提出期間

６）その他

卒業の要件を充たす学生で，今後，国家試験や資格の受験等，あるいは，就
職活動等の理由により，自らの学修計画に沿って勉学を継続する目的で本学に
引き続き在学を希望する場合，卒業を延期し在学を認める制度である。
在学を延長することのできる期間は，１年とする。ただし，卒業延期制度の

適用を受けた学生が引き続き当該制度の適用を希望する場合は，１回を限度に，
再度，在学の延長を申請することができる。

卒業延期制度を希望する学生は，次の各号にすべて該当しなければならない。
①　大学学則第27条に規定する卒業の要件を充たすこと。
② 引き続き在学することにより，在学期間が大学学則第５条第２項に規定す
る年数（８年）を超えないこと。
③　授業料等の納付金を滞納していないこと。

① 制度の適用を希望する学生は，本来卒業すべき年度（既に卒業延期制度の
適用を受けている学生にあっては，延長後の在学期間の終了する年度。以下
同じ）の２月９日（当該日が休日の場合はその前日）までに卒業延期願を提
出し，２月下旬の教授会で審議のうえ許可を受けなければならない。
② 前項により卒業の延期を許可された学生（以下「卒業延期者」という。）
に対しては，卒業延期許可通知を本人及び保証人に交付する。
③ 卒業延期者が，事情変更により，本来卒業すべき年度での卒業を希望する
場合は，３月５日（当該日が休日の場合はその前日）までに卒業延期許可取
消願を提出した場合に限り，教授会で審議のうえ認められる。
④ 卒業延期者が，延長期間に係る授業料等の納付金を３月20日（当該日が休
日または土曜日に当たるときは，その前日）までに納入しなかった場合は，
卒業延期の許可を取り消し，当該年度の卒業とする。

１号館１階　教務部学務課

2011年12月１日（木）～2012年２月９日（木）12：00

・卒業延期者は，学部の認める年間履修単位数上限の範囲内で授業科目を履修
することができる。
・卒業延期期間中は，病気の理由を除き，休学は認められない。なお，休学期
間中の学費の減額は認められない。
・卒業延期期間中は，本学の留学制度に基づく留学が認められる。
・卒業延期者の授業料等の納付金については，授業料・施設費・学習図書整備
費にかぎり年額の７割納付とする。
※その他の納付金である父母の会費，学友会費，学会費（文芸学部を除く）に
ついては，減額の対象にはならない。

XⅡ 卒業延期制度
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